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年 度 遺跡名 地点名 担当者 調査の種類 出土遺物 文 献 その他
大正12年 農学部 A・B 浜田耕作 表採およ 縄文土器・ 浜田23，島
ぴ試掘 石器他 回24
13年 農学部 不明 藤本理三郎 J百 4奉 佐原 60
昭和25年 農学部 C 羽館易 採 集 縄文土器
46年 農学部 D 石田志郎 採 集 弥生土器
47年 農学部 E J采 集 石 棒




追分地蔵 F 中村徹也 事前発掘 弥生土器・ 中村 72
縄文土器他
教養部 G 藤岡謙二郎 工事中採 縄文土器・他 藤岡 72
集・実測
48年 農学部 H 中村徹也 事前発掘 瓦（平安）・ 瓦溜出土
縄文土器他 埋戻し．
農学部 I 中村徹也 事前発掘 縄文土器・ 中村 73
土師器
農学部 J 中村徹也 事前発掘 縄文土器他




49年 農学部 L 中村徹也 事前発掘 縄文土器他 中村 74b 
植物園 K 配石等取 中村 74a 
上
昭和49年 農学部 M 中村徹也 事前発掘 縄文土器他 中村 75
50年 教養部 N 中村徹也 事前発掘 縄文土器他 中村 76
51年 農学部 2 泉拓良 事前発掘 縄文土器他 本年報
病院内 5 岡田 4采良 事前発掘 瓦・土師器 本年報
（平安）他






























会長 横尾義貴 工学部教授 委員 石田志郎 理学部助教授
顧問 村田治郎 京都大学名誉教授 泉拓良 文学部助手
3一
委員 川 ｜二貢 工学部教授 委員 山田品 文学部長
中戸克二 農学部長 監事 鹿野英夫 農学部事務長
中山忠之 京都市文化観光局文 竹田保 医学部附属病院管理
化財保護課長 課長
西村敏雄 医学部附属病院長 竹原正 医療技術知期大学事
林屋辰三郎 人文科学研究所長 務長
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協力者 伊勢田進 （和歌山県立田辺商業高等学校教諭） 大原満 （和歌山県立南






























調査年月日 No. 担当者 所在地 種類 主要遺構 年 代 そ の他
昭和 51年 1 泉 教養部AL i」L主A主 瓦溜.t葬 弥生時代・平 工事を中断して
4月 24 安時代 一部発掘，遺跡
発見届提出





3 泉 j七音EB K30 J」L主A主 な し 江戸時代以降 工事統行
8月 4 泉 病院AE 15 式ー掘 ビット 平安時代以降 面積32m＇，遺跡
発見届提出，工
事中断
5 岡田 病院AE 15 発掘 池・溝・柱穴・ 平安時代以降 面積2200m＇，期
井戸・土器溜 間8月20日～12
月8日
6 岡田 病院AHl7 試掘 な し 平安時代以降 施工予定地の発
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調夜年月日 No. 担当者 所在地 種類 主要遺構 年 代 そ の他
侃調査決定
十~一一千←’一 日 F←守～品【』ー」ー 一一一町一一一一一世




8 泉 本音IIAV28 立会 な し 鎌倉時代以降 工事続行
9 中村 和歌山県西 試掘 な し 縄文～弥生時 面積約50m＇，工
牟患部白浜 イt 事予定地の一部
町瀬戸姿 発掘調J'E必要
10 大宇 奈良県宇陀 遺跡 な し 遺跡ではない
陀町町 郡大宇陀町 確認
カタフ、、キ
10月 11 呆 本部AV27 試掘 な し 面積約32m＇，遺
物は細片，工事
のl侍立会い
11月 12 泉 本部AV27 立会 な し 工事続行
12月 13 泉 jじ音rnE34 立会 な し 工事続行
14 泉 4ヒ音~B D29 立会 な し 工事続行
15 泉 ヰt；音EB F28 ¥L会 な し 了会事続行




17 古野 ヰt音~B D35 立会 な し 妥結移築
18 泉 本音EA V23 'JL会 な し 黄砂ドに黒色土
層（無遺物）
19 泉 本部 iムL主A主 な し 黄砂ードに黒色土
層（無遺物）
20 泉 本部AV29 、L会 ビット 鎌倉時代 工事続行
21 泉 本部AZ28 iL会 な し 縄文時代 黄砂下の黒色土
から縄文i：器の
組l片山土
昭和 52年 22 泉 病院AT25 発掘 溝・井戸・集 平安時代以降 面積約 220m',
1月 石ピ、スト 期間 1月20日～
2月末（予定）
「一←
23 吉野 教養部As 試掘 j蕃 縄文時代・ 面積8m’工事
23 良時代 奈 の時に立会必要
24 宇野 j七古rmJ 33 試掘 な し 縄文1寺代 面積8m' 一25 泉 医学部Ap 立会 な し 平安時代以降 工事続行
18 



























































































































































































(3) 南西瑞が国土座標 (108, 100 19, 50）になるグリッド。なお記号は，アルフアベットの前が
Bの場合北部校内を，数字が20以下の場合西部，医学部，病院構内を示すように使用した。
(4) 「京都J;/j目誌』に文久二年設置，明治3年廃止とある。
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(5) 「兵範記』久寿二年十二月卜七日条。
(6) 「東寺文書』応永三年十二月十八日将軍義持御教書。
(7) 仁平二年八月二十八日条。
(8) 白河御所・御堂については〔杉山62〕に詳しい。
(9) 『兵範記』保元元年七月十一日条。
(10) 藤原顕頼は白河法皇の近臣で天下の政此人一言也，威振一天，富j荷四海と評された顕隆の千
で，鳥羽法皇の近臣であり，父と同様に院別当として権勢を振い，法皇のために鳥羽，円河両
御所に御堂，塔を造建している。
(1) 病院構内北部の西に隣接する薬学部，東南アジア研究センター，吉田西寮，看護婦宿合が所
在する地区は｜日京都織物株式会社本社の跡地であり，同社は明治20年の創設。この同じ土地に
明治5年 2月に官学牧畜場が設立されており，同場の民営移行と縮少によって，その跡地を京
都織物が入手した。また，さらにさかのぼると，明治初年には同地は府兵の操練場にあてられ
ていた。
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